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iまじめに

いつの時代にも教宵に関する問題は多いが，今ほどw:，;

年齢層の非行花をはじめとして教苛が見詰されている時

誌ないのではないだろうか。家庭教管がどこか拒んでい

るのではないか合学校教育(幼吃教育〉のどこかに欠焔

があるので誌なし崎、

どんなに机上で教言論私論じても，それがjEしく実践

されなければ無に等しいので誌ないだろうかn 教育はJiji

や口先きだけのものではなく行いがあってのものだと患

うのであるつどんな広立派なことを話されても脅かれて

もその身に硝わっていなければなんにもならなL、しか

し ぷ方で誌毎日の教育実殺に追われて反省することも

研究するとともしなかったならば，その教育はマンネリ

イヒし，進歩は見られないで、あろうゆ

こういうジレンマの中にあって，私はど告してもわj、

探園芳Jの研究を続けなければならないのであるの 1iiJ故

ならば，上記の理由のほかに，小原が提唱した「全人教

育jをはじめとする教育理念が今どき通用しないし，村i

L、古いと評する声がきかれる中で，五JII学闘でこれまで

療携し実設し続けてきた「全人教官jについて見直され，

研究するものがふえてきていることの事実であるの

今[riJ私は小原が何故五JII学i起を創設したのか。その想

いを駆り立てた要因を探って見ょうと思うのである。

坪 鰐 子田
Nobuko Tsubota 

そのためには，まずその人となりを，そして，彼の持

つ事(vision)な，その教育内容色続いて小原に大きな影

轡を与えにベスタロッチ(1ohannHeinrich Pestalozzi， 

1746-1827)について論を進めたいと思う。

小原はペスタロッチの精神に基づいた罰問教育部，十

原にとって泣寺子星を開札ベスタロザイヂの教育忠組を

多くの著書の翻訳によって日本に広めたことのさらには

ベスタロッチの「一切合財他人のために，それのために

は無J(Allωfur Andere， fur sich nichts!)を実験

されたことであるヮこのことは亡くなるまでJ荷演の謝礼

・源稿料・印税等合はじめすべて学富氏|俄げられ，昭和

49年来寿の諜には自分名議の土地や家鹿島切を学問に寄

贈，告分で部設した学闘のためとはいえ，それまでに

19， 555m2 (5， 926坪)の土地〉弘主)11学閣に持する功績古

称えて与えられた「玉県学園斜設特別功労金(1保再)

なも寄贈する(1)ということで徹したのであるo

ペスタロッチは当時の社会情勢もあってのことであろ

うが錨設は失敗に終っている。しかし設はその体験を生

かして「人間を措く者但lJとなれ最初の著作 F隠者の

夕暮~ !まじめ多くの著欝を鳴し，今でもその教育用念は

いろいろな形で生かされているのであるの

ノト諜の場合，彼の年来の夢である「全人教育jな実践

するための学閥は成功をおさめ，匹大な学園となりつつ

ある。小説慌であれば実践可能で、あり，その教育理念も

隅々までff~渡るであろうが，大規隣校でそれを徹底さ

せることは死難のわざではないかと忠われる。しかし，

玉川学題iまあらゆる国難さの中にあって，なお，全人教

育を支える自然環境を会む小原の館大なる院渡(遺津)

を生かそうとの不断の努力を続けているのである。

私たちも民先きのことに囚われることなく夢を持ち，

夢に近づくよう努力することが大切なのではないだろう

かり私たちの秋のりトリートでも Dr.現.B. Priceが学

生たちtこ「夢を持ちなさ L、。~幻なければ民滅ぶ』とい
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われていますよりと訴えていたの学舎たちが卒業に必要

な単位に拘泥り，就職の事しか考えずに学't:."l=.術活な送っ

ているのに対して疑問を持、ち心配しているようであるむら

学生たちが氏主的に studyする気持を却させるためむ

も，今ここで者:を足ることとともに足元をじっくり見つ

めなおすことが大拐である。

1.小票盟芳 (1887~ 1977)の場合

1. その人となり

j乙.Jall学同総長，さらに溜れば，五JII学閣の創設…仕P

ある小原題JJ'<:，彼は -"1:.を通乙て拶;な語り，ホントの教

ffをu先してそれを実践された。

f)支のいうホントの教育とは「私のめざす教青は山正の

教ffで;ちる円小ントの教育である。いささかも虚偽にも

不良;突にもJI‘lEにも政後ιも裂れないで，人間のiEしい

成長のみ心がける教ガである c 教主Iliのあらゆる努々と念、

販はただ点正なる人IUjになるよう tこすることでなければ

ならぬ。人間らしい入部，ホントの人11~，立派な人11\]，

j占い，深い， *I~ 点な，強L 、，賢い，全き，引い，善い，

美しい，提ぺゆ冶な， ー・・ーここに為らゆる形燃刈を1乏しで

も，なおたりないほどの完'iR.の人間が私の究極の願いで

あるの tillによりて造られた私述が，立じfttlに近づくこと

である。無論かかることは額いで、あるの人に望まるべき

ことでなし、かもしれなし、。しかも顕われ望まれるところ

広域る可能強があるかもしれなレ{勢。jホントの教育を理

解するためι小践の生い立ちから見ていかなければなら

ないが， まず， ]己玉}ll

よ o

「小探盟万iま・人のfi.人で島ります合偉人ですり駿志

の福沢諭古なきあと， 'rlf前田の大限童話なきおと，それ

にW~í散する独創的な立学教育，ま川学園を興した日人で

すゥしかしち工っと足りません。小原岡芳には読む二人

にないものがある。それは京教ですち宗教を根底に従え

た全人教育な唱えて60年。気骨j呈ましい興治人問。しか

も突に活動的な{悲恋人》でありましたり 《部るべき名

であり，神の必みの贈物をたくさん受けたカリスマ

的人関，真の日本人で，

ですo ~111路一

しかし，ただ話いだげでiまなく，慢しい，白然で幼児

のおlく天氏側没，告出j鵠述で島ります。そして入時性じ

深い理解:を持ち，えIj/な児から青少1+ミを実現嘘された91年の

御生設な振り返ると，ネ111はこの日人に例年の生のための

時な貸し手え，それを吊い尽して《時の充議》を起こし

給うているの実り豊か左大地のように，立採なよき果実

な多く産み出したご生涯を議長みて，持1のJぷみを;読めたた

えるのみであります(心。」

小原は10歳でまを亡くし， 13歳で父をそれも父は金IJI

の経常に失敗して，家展敷・治相iを入手に渡してしま

い，たくさんの指令な残して亡くなったのである。残さ

れた7人冗弟(17成， 15， 13， 12， 9， 6， 3) (6男1

女〉は「イモとラッキョウとカツオの骨jを食べて，過

ごしたとし寸。父が生存rftの時でも，ほが放経やハタ織

りを教えての11仕事:で午j;!jな支え，小原は修学旅行にも

行けず1正人たちが設仔にfHかけている 3日の問に 7，80 

ページもある擁摩地誌を干し平11とじをし表紙も和紙

を、染めて1製本したそうである。この作業は玉JII大学出版

部への構想のもとになったものと思われる。

また小学校の最科学年の時， )11，i互に県立の巾学校がで

きたので， 1無!慌恐附F開Rむ;はま;京求知のの駅上4

くれと頼み，願書だけは出したものの学資がないことな

ど元丸i告され，泣く枕く進学を認めた。このことと，小

)5(が尊敬してやまなかった祖父長お掛川，この訊父は郷

fTI.の.0'子屋の部在で塾顕だったのであるが，その祖父に

て小原は教有者になることを夢見たのである丹

屯信技師から独学で麗児島部組へ，そして広島高知へ

進み，さらに京都大学へと向学心は帯、えたのである。こ

のIfl'i労はその後の小限の夢，玉川学鵠の速大な構組への

パ "1 グ・ボーンのなったのである門

小器{の特徴をよくとらえたものとして，小擦の教え子

諸YUJI;が小認の還暦祝にと書いた f玉JIIのおやじ』があ

り，その中で小原自身もこれほど自分のこと会よく言い

表わしているものはないとした I二つを‘つにJと期

したJ与がある， これは本有?とよく小部の教育理念:を詮い

表わしていると思うの
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「ニつを一つ!と

合乏人の子の教育もやったが，

金持の予の教育もやったの

天才教青もやったが，劣等生教育もやったゥ

，1T.外れた!おJg!，'eも!出品したが，

校外れた体育家もな:1:げた。

もJttがせたが， ピアノも弾かせた。

明書も読まぜたが， '(.l:盤も鶴!まさにさせたり

大馬鹿tこなれと教えたが，

蛇の如く;;5くとも教えた。

1~Jl\ も殺せたが，労作設も着せたの

もっとも男女生を近づけたが，

もっとも男女張関の純潔を挺たせもしたの

il:tjillな理組家だが，若実な実行家でもあったの

奔放な空組家だが，綿密な実際家でもあった。

謹めて胆は太かったが，緩めて細心でもあった。

物費をもっとも利用したが，
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物質にもっとも淡向だったの

理解力が蝶る広大なくせに，

揺る我は強かったの

人一倍怒りん幼だが，人一倍民き虫だったち

もっとも妥な殺したが，

もっとも言葉広義者だったち

晩時一ぽいも近づけぬ清教徒だった。

設にもれけぬ同際主義者であるが，

計にもれけぬる建問主だった。

自雑倒まりなく単純であったの

もっとも個性を!f.かしたが，

もっとも他のために働いた。

反対のものを一つにする名人一一小問先生町

」つの巡ったものを一つ?こする名人，まさにその通り，

教持者でiわりながら，時には大会社〈学関〉を経営する

社長はどのまえi説家であり，決してどちらかぷ弱ることの

ない教脊方針を実読したので、為るの

小原告身も

「栽なるがゆえに， A白書されるがゆえに， 汗しめるが

ゆえι，悩むがゆえに偉大になっていくもののあること

も羽曳であるo 中略 幼にしてはなうたレ，父な公い，

家財の…切をなくし，無自覚の結婚を強(¥，、られ，真実に

:'tきんとしてi日書され，官学に昔しめられ，泌人，危険

人物として札付きになったことがし、かに私を強めしこと

よ! ただ符lに感謝す。卒中の公平在感謝する。

そのナニグソとし、う不Jiii不誌の ironwil1ぞれは実に

殺しきもの，万しみしものの特権ではなかろうかのノ}

ブんな気品と鉄五心5 テニソンの言う穴式る「鑓莱と織委立

が真人を{午-るJとしみ境地。 イとも:たもある，気はやさ

しくて力持ちJの桃太郎の性議。それを私は諜求するり

すなわちホントの理組の学校の，不可欠の必熱的の襲来

として， II!d階級の子供を得なければならぬの相手が相互

応，よりよくなるためにその対立を必ず必裂とする(励。J

と書いているo電信M勤務を許し，臨児ぬ師範学校に入

学，休暇には村の若い後輩を集めて勉強食なし，貧乏に

ヘコタレルナ，ガンバレ，ナニグソとし寸志気込みだぞ

と叱|地説家励したとし、ぅ。そのような時ι路島真治牧師

い，ランシング宜教師(? "，-1933)(8) 

ぷ出会ったのであるc

小j訴は人々に大義呂敷，法張Iiたきと設はす討議かれ誌が

も夢の実現のために91年の生壁を絡げたり 「グリスチ

ャンじゃないよ。小j京教だよりという人もいるほどで

iわるが， この小話教というのは小)反自身が設い出したこ

とであって，宗教的信念とかな言っているのではなく，

全人教背を訴える小原教の教祖なのである。ヨハネが

イュスのことを告げて歩し、たように，小j別立大正10ij:.の

八大教古川T~ ，íW出会以来「ホントの教Tt J 在日q び続けて

いるので、ある門

院なijはー閣では「天子様」という弓裁を関い，こ

対する r~ >: 1亡というか，親子r~Kfiに畏敬するものがあるn

ような文章は少なからず気になるのぞれは昭和13年

3丹の f教育江本Jのrt1の「この間ι，このそヌミ子のド

みなが，辻ぐくまれて力強く，このi殺に'tまれたそ

の有り安rtさな感じて行庁るこのうれしさ，ありがたさ!

この中心点あればこそ，立11持にn山に，如何に大胆に，

如何に{向性を発押しても， ‘切の諸々の天上の込たち

が，浜のまさごを撒き散らしたような，あの幾千低の足

々の Æ~下が，実に整然として，それぞれの太叫が I tl心土に

才川、て天道様をシツカと払:って，整然、たるよ:法日IJの下に

大A追わ:をしているというに，このありがたい，宗教的な

法悦I't'-Jk家技的な慈悲溢るるこのありがたい太陽系!

これを，マコトの教育のあこがれの擦ではないでしょう

か{語〉ち jこのような文を浮きながらも同家の忍苦に対する

畏敬の念と民主主義を信ずる能戒をあわせ持ら戦後に

は， 目立語教育論Jを書いたあたりから，今夜ほ致:前こ

近い態度をとり日教組批判などきびしいものがでてきて

手itこちを混苦しさせる門

if成前，私はキピシグ，んI11 ~乙米るべく東西lH北，

ri)~ \，、て廻った。それを『た党J と ;t~解された。戦後，ま

た，マンナカに仰れと忠告しとるわ私は新教育55年，ま

あ真ん rr~を多いて米てるのに，自分たもが右往左往しと

るむをさとらず，私iま在だと誤解して危険組したり，右

と見て， r¥，、っ転向したのかJとは全く滑護千五であるむ

しかも，本立が新教育55:fFを友にぐらつかせず，

真ん中を堂々と溜gよし得たのiむ桟父の寺子屋語字Ilと，

強いサツマ魂と，少年の明から培かれたキリスト教の教

えととロ、ンマの北条教と，探い京都新学のオカゲであ

った鱒。」ここで明らかιなったことは小原の倶琵に宗教

が信仰があるという，そのことによって，その時代の病

弊に対してきびしい批判官あびせることができたのでは

ないかと思うのであるのまた実際ι教育に携わりながら，

子どもに生きょうという精神が恨氏にあったために本当

の教育を忘れている告に対して吋じようにきびしい批判

ができたのだと思うのであるの

IJ、原教ともいわれる行動，言葉，あるい法書かれたも

の法， 一方では多くの信奉者をうみ，一方で辻非堂に矛

活だらけ，体系的でないとの批判をうげ，誤解されがち

である。アカデ iッグではないではなL、かともいわれる

が，小E買が書いたものがプカデミッグでなかったなら

ば，それに続くものが系統立ててし、けばよいのではない

かと思うのである。
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(1873~ ? )総を拐ねてし、るゥ大詰14年 4廷に実現，教

育活動が開始された。大lE15年成域高等学校，昭和2年

には成域高等女学校が開校して或誠の綜合学園としての

講想ほ定成。しかし大正 8年から小原が主¥Iしく薫陶を

うけた滞榔政太郎は昭和 2年，外遊の帰途，ショウコウ

熱にかかり，問問後死亡。小原は事務取扱として津柳の

教育信条，すなわち成城学閣の教背信条を受け継ぐ。

2崎 小療の夢

小諒は好んで「夢Jという字を番札卒業生のために

正月から準備し自伝をも『夢みる人Jと題しているほ

どでらあるo

小限はいつもその夢を，理想を実現するカ策をもって

いた。この夢は根拠のないものではなく，町民幻なけれ

ば同滅ぶ~1，幻のないところに進歩があろうはずがない。

向上があろうはずがなし、私は永久に夢に生きたし判。」

ということと， l~'t書能能行伝 2 窓口節 fT3 ものはfJを見，

老人法夢を見るjにも通じるといわれている。どこにも

ない夢を晃る， ヨハネ紫iJミ録のよう

小京iま現実fとしてきたので、あるの

この夢はすでに大正13年. Ij、緊が37歳の特に f理想の

学校Jと題して著しているし，またさらむその 211っ::-AiHこ

次のような文章を書いている。

「成城，中学， 7年制，幼枇関，男女共学，成域学校，

教師養成学校，洋行， 大学， 敷地 5万郎， 住宅， ??来

堂，博物館，児童研究主，関書館，織のやャベル・・

ああ， 下要の学校Jしかも， この『伊Jが私の頗の中

にほ説然として存在しているのだ。神の御心にかなうな

らば，キット実境するのだのああ将~ W}~~ よ o fl，は，}こ

久にこの夢に生きょうの

R歪わば笑え。私はこの拶にぎるのだの 10年， 30年，

50年， 100年，この;芳;に生きるのだ思成るとlci'じて立は

死力を尽すのだ司面接するのだ。成きしめ給うもきql様，

成さしめ給わぬも神様の神の御心にかなってるようだ。

少なくとも私が『夢の学校』を事みている時に私は小京

ではなし、。鯵坂ではなし、。神勺ある。神様の考えが私の

頭に宿っているのだのポ…ロではないが『われ生けるに

あらず』神様が宿り給うて生けるのであるの神さまが私

たちにのり移っていらっしゃるのだ。キット神様はなさ

しめ給うのだっ

ああ棄き?夢Jよ，訟は一生，事に生きる(功。J

小栗は大lE8年12月広広島高等師範学校を辞し，j事構

政太郎(1865'"'-'1927)持の懇諮により東京牛込の弘立成

域学閣の小学校来事として赴佳。この津揮との出会いは

小原にとって「一生の運の鴇け車場j であるといわれてい

る。大正11年成城小学校第 1問卒業生を出すにあたり，

同じ学閣の中学校設立の必要を痛感して， 6，的。円の金

策に走り，無事第 2中学校を設立。さらに大正12:f-には

学校経常の-!J}Jとして「イデア書院Jを設立，これは現

在の二日11大学出版部の前身であるの主事になって 5年目

にもう f盟組の学校Jをi詳し，同年中に成城学閣を分離

させて，その校地を小間念、沿線に求め，その金策のため

東奔荷主主，秩古合の撃者と小原が尊敬している本間俊平

「一.調和ある人格~成の教育

二.個性特，E:の教育

三.舟学自の教育

学的思誕の上にミ立てる教育

五.能率おき教育

六. 宗務;時の教腎

七.長lli弟間の強情;器j

小原が半生をなげうって昨った7年昔話高等学校が僚の

教育理念と泣く離れた存釈となってしまい，ということ

辻例えば進学のための予備校化してしまったこと，教育帽

ママからの脱出のため，さらには落ちこぼれ生徒の扱い

方等の珂出であるが，何よりも初心に帰って，全人，労

r作ド. l'門怠'1ドf学非白?内守の教背マ合ど突臨するために小原は昭干布和n3年の

春には，もう一つの学閣の構想、を練り，校地調達を不動

産業者に依}願し冊子下9月には決意:し，翌年4月には来

)11学関を発足させている。

=t~)門学i輔の精神は〈玉川信条12ヶ条〉

1.号和ある人務養成の教育

2. ~fij設噂援の教育

3. 仕字路作

ι能率i当教教育

5.学的椴慨に立てる教育

6. 自然、時震の教育

7. 師弟問の融情

8.労作教育

9.反対の合-

10.第二現行者と人生の開拓者

11.鶴教育

12. 関葬祭教育

であり，この12ケ条のうち 7条まで誌成械学揺の精神官

受け継ぎ，守ろうと昭和4年 4晃88教鞍銭18名，生徒

111名マ保持式を行ったので為る。

以上述べてきた小原の夢と実践の相績を玉)11大学客員

教授i潟rlJ岩男は次のように述べている。

「小掠は，玉川学問を売に場所としたっ小原の問地は

学問内にあり，教育は小原にとって全日にわたるものが

あった。学問建設に当るときは，いつも乱暴な徒手惣拳

であったが，小原には津柳政太郎の如き彼な知弘恩師が

おり，また狂気に近い情熱を理解して協力する実業人も

。印



小!東調芳からペスタロッチへ その 1

存した。天は披を見的てなかったわけである円彼の讃告

を絶した苦労がただの天才の狂気に終らず安大いなる実

を結んだのはこのためだと思う開門」

小原の夢の中でも実現できなかったものもあるのそれ

は東京新宿駅の20踏の高鳳ピル。1， 2階台駅舎として

3踏以上辻学校にというととだったが。しかし，小殺の

夢は鹿兎島の久志農場，北海道の鰐斜路技場，そして日

本だけにとどまらず，ブラジノレやカナダへととんでい

るo ブラジルでは10民間方の熱料払い下げを受け，カナ

ダではノミンクーパ…に近いナナイモ患には 3万dの土地

を求めナナイモキャンパスとしているというのこれらを

具体化するのは後に続くものの務めではないで、あろう

iJ、。

小!京;まf設の殻後の著欝となった『教育一路Jに次のよ

うに感謝の常葉を述べているの

1300名伎のシンミリした年子屋教育，ホントの J塾教

Tfを願っていた私の夢がれ|えられ，今日，さらにこうし

て夢の持てること誌，私とjむに古しい，いやな，出な場

微笑をもって担当してくれた同人たちのお

かげですg どんなに弘…人が力んでも， mをJ1大L、ても踊

ってくれる者がし、なかったら，今日の玉JIIは辛子Eせず，

iた在、の夢もただの拶として終ったかもしれまぜん。伺

としあわせ者かと心から感謝せずにはおれません。この

需志たちと共にさらに大きな夢を見たいのです。同人た

ちよo若人たちょ。自分を越えて進んでくれ!紳」

小原の前1:i援の苦労が後生渡において花開き実を結ん

でいるこの現実は夢を実現するその実行力，その艇とな

り足となる協力者に患まれていたことの結果であると思

うが，やはりその夢を現実化で、きたのは小患の人柄であ

ると患う告小限がいつも f人Jlfこなれといっていたその

『人Jに小産詰身が到達していたからではないかと患

うの

私たちiま様めて不完全な人間であるから， 完全を求

め，理想を拙き夢を見て，そのことに舟って議巡するこ

とのそしてその人なりの人となるために，その夢の芽台

育むためにも全人教育.が必要となってくるのであるo

3. 人の教育

小原の教育理念拭普通， 1全人教育Jといわれている

が 1全人教育」では言い表わせない多くのものを含ん

でいると思われる。そこで息は小原が『理想の学校i拡

書いている雷棄を念頭におきながら 1全人教育」なる

ものを考えていきたいと思う。

「今一つ，中しおきたいことは f全人教育』とは，主主

の教育論の全体でiまないのです。一中略一実際の教育は

失礼ですが，文字の上からよりも，実際，私の子どもた
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ちと遊んでいる鵠を見ていただきたし、。それが私の教育

です。しかも，私の文字とても~全人教育2 以外にま

だまだ，いくらも私の教育論iまあると思います。 w全人

教育Jとは，現代言本の教育に対して，とてもとても践

が立って仕梯のなし、熊離が111ほどあるのですが，その中

の特に腹の立つ理組論にっし、て?その非を絶叫したまで

です。一中略-

fiiJとも名のつけられなし、ただホントの教腎よりほか

に何もないのですの目ざす佑はただ一つ。ホントの人

題。 ff，ホントの子供をつくることよりほかに何もない

のです繰りでは小原が要求する f人』とは，

「哲学〈科学も含む)，芸術，道徳，京教の四文明む

理想とするところの，真菩禁型の四つの絶対織{弘これ

が私の嬰求する人間内容である合これが私の教宵の理強

を指治するものである e そして手投儒盤として，生~ん

がためむ経済の生活と館設ちすなわちそれらの理想とす

る憾と富。これが人間が生きるための手段である。一中

略一われわれが，出来るだけ有効に，出来るだけ永続的

に，出来るだけ強く深く精神生活を発仰し，その註的を

果し得る手段で為る。だから，私の教脊においては真

育，詩宵，美育，盟脊，鵠育，富背の六つを饗求するの

かかる全人向i告を事情の許す探り擁したい怖の」小原のい

う六つの価値，コスモスの花のように諒和と統一のとれ

た人を目ざすと L、う o

調和のとれた人作り。人間らしさへの鐙え込み。頭が

良くっても体が弱くては困るし，聞も体も良くっても心

が設しければまた回りものである。

元三日11大学教授戸111尚は小原の f全人教育」をやさし

く説いているo

「いつTも，何処でも，行うべきマナーの実仔できる

子，誰も見ていない場所でもエチケットの守れる子，人

に不快をど与えず，人々に述惑をかけぬ子詰，常に時と，

処と，自分の立場をわきまえていますd 全人教育ほ，こ

のような身近な実践力から進みます。

悲しい道斑を求め(真)，良き行いを身tこつけ〈善)，し

かも自にも dむにも業しい世界を追求し〈柴)，これらが語

調をなするように，生会本来の基本位目覚める〈型)と

いう大知なありガ，更に加えて二つ即ち，億!議な体の育

成と，衣食柱の金活技術の充実， この六罰調和論が，ごま

JlIIO全人教育論なのです。しかも，この調和カの根本姿

勢として，総反するものが栢正記故存し，相即すべきこ

るを実践で示す力を教えて下さったのが小原園芳先生で

す総合J

こんなに身近な教育を私たち誌なかなか実践できない

でいるのであるo前述の戸川は，もっとやさしく私たち

に訴えているの
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「全人関性の調和的な発達を期する r全人教育2の第

ーの門は，必ず仁詩:~を育てる教育でiまないかと J思いま

すの親の言葉を葉直に開ける王子を脊てることですり他人

の忠告を従阪に受け入れるIj:，教師や先達の戒めを心お

玉手で聴き括る態主主， ここから人間らしさへの道が通じ

ほんとうの知忠ある人にも入りやすくなるものと思いま

すの

素誌な耳;が務われていればこそ，宗教的な情操も培わ

れ，吏に『第二裂を行く』ことのできる道認的実説力も

Jきについてまいります。 F気をつけJ気な西こり，誌をき

かぜて，喜んで奉仕する態度，骨身な?告しまず，第一虫

の義務を策り越えてサーピスするほどの能力は，三五月!で

こそ養われる心の教育で、しょう白護、青の中心でありまし

ょう。広く，そして深い数知れない知力と，龍蔵な体力

とがこのような鍔カと調和して f全人的教護Jへの道を

進むのであります合さらに美的情投開治と，技術上の練

磨とを加えて f全人寵Jを成就されたのであります!221oJ

全人教育が教管の永遠の理想であると向時ι身近なこ

とからも突誌できる教育であること，特別なことではな

くごくあたり前のことだったのであるむしかし，このあ

たり能のことが現在の教有で、は忘れられているのだとい

うことむ気づかされるの

小原の頼いは「主義合主義なる名辞も今は明います。

私は一切の主義と主張な揚捺して，ただ『人』に帰りた

し、o 人に帰れ，人に帰れの』ただ?人の教育Jです。そ

こには良ら百正、なしに，ホントの教育が生まれます獄。J

であるといい，続けて庁全人3すら呪います。 r人iそ

れ誌発して泣個人であり，社会であり，国民であり，人

類であり，神の子であり，人の子であり，錦は撒くべく，

頭は考うべく，業な慕い，替を行ない，しかも体系的秩

序を布する一個の大宇宙です告しかも，各自が『来上天

唯一無二，全世界とも代えられない大宇

宙なのです倣。J

とするべきものであるの託，その人を

どのような人として教育していくかという吾諜が失なわ

れてしまっているのであるゥ有名な幼稔国に入れ，有名

な小・中・高にさらには大学そして会社へとただそれ誌

のみ瀧進し，人そのものその人の持つ人格がお賎なりに

されている。 A子も B子も同じ個性のない諜装をして，

何でもがおへならへの風潮がひどくなっている今，私た

ちはもう一度，一人一人の絹を大切にする，人中心の教

官を施すようむしなければならないと忠、うのである。

小原は f人』が心と身を兼ね信iえ，真・ 7善也美・聖・

鵠・誌を鍛えてほしいと願っているが，それが完全に儲

わっていなければならないというのではないのである D

IrJdはいつも理想、と現実，全人と僧性あるいは心と体
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と二充の対jz，二二つの狭間に性生している存在であり，

まことに弱いものであるからして，その欠陥の多い自分

を見詰め，現実ι立ってー渉でも理却に近づこうと努力

する，そのようにもっていくところのものが教育である

と思うのである。

小原はどんな教育も一回のみを強議しではならないと

いわれる。しかし，一人一人の f人』がコスモスの六弁

の花というよりも龍述の戸JII尚のいっている rJ¥'!.な中心

とした主総」だった之らば，整然とした形の旦で誌なく

てもそれぞれ他性世かな『人2が台・つので;まないだろう

かo Ir人Jその中心となるものをしっかりととらえてい

たならば，必ずや諮和のとれた F人~ iぷ自ら作り上げ、

れると思うのである合

Aタイプの予 防タイプの子 Cタイプの子 Oタイプの子

タイフ]ま患ってもそれは真替美顎龍富をそなえてい

る。(戸JI!尚著「全人教ffについて jより雑誌余

人教育Jぬ339，昭和56年10月号)

小原白身，京都大学の卒業論文教による教育の救

済Jから『師道』その他企48@の全集にもられた，グリ

スチャンとしての小原その人と思想，人と教育が一体と

なっているのである凸小原田身がその詰条を身をもって

示しているのである。これこそが教育であると思う 8 小

療がこれまでになったのも多くの人との出会し、から会得

されたものであろう母 91年の間その生き方が，彼の1;]"条

であり信{申告白であり，指導の力であり目標であると思

うのである母

すなわち，

詰め込むことではなし発見さぜ，つかみとら仕るこ

とだ。教育は子どもが指分の運命を切り口脅し、てし、く力を

つけさせ。それぞれその人にあった道な進ませるm その

人の本飢を発揮させることなのである。

Learning by doingなのである合

(以上は， 1983年 7月12日弘前学院大学一般教育学会

研究懇話会での町、原蹄芳の夢Jに岩手の補筆をしたも

のであることなおことわりする。〉
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